
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

営業日・営業時間 

4 月～06 月の第 2・4 日曜日  11 時～14 時 

9 月～11 月の第 2・4 日曜日  11 時～14 時 

上記以外でも 10 名様以上で予約営業を行います 

7 月～8月は営業休止 

ランチメニュー 

旬の山菜・食材を使った伝統料理 

第 2 日曜日「ごはん膳」 

第 4 日曜日「もち膳」 

 

 

 

しどけ 

あけびの芯 

 

 こごみ 

 玉子プリン 

 わらび  さくらんぼの漬物 

最上川

R458

山形市

柳川温泉♨ 

R287R458 

西川町 

県道大江西川線 

小倉交流館内 

農村食堂おぐら亭 

寒河江市

長井市

左沢駅
ＪＲ左沢駅から 

車で 10分 

 

数に限りが

あるので、 

予約するの

がお勧め！ 

山形では“ギボウシ”を食べる？ 

ユリ科ギボウシ属の多年草オオバギボウシ、別名ウル

イ。薄紫の花を咲かせることから、観賞用の植物と思

われがちだが、山形などの地域では、 

山地に自生したものを古くから山菜 

として食用にしてきた。栽培され 

たものもスーパーに並び山形で 

はポピュラーな食材である。 

 

この日のメニュー 

・たけのこご飯 

・山菜汁（サバ缶入り） 

・揚げ物（アスパラの春巻、 

またたび、うど、しいたけ） 

・うどのえごま和え 

・ゆで干大根とウルイの煮物 

・漬物（ウルイ、ワラビ、きゅうり

の一夜漬け） 

・盛合わせ（こごみ等） 

・デザート（アスパラのゼリー） 

朝日町 

ご予約・お問い合わせ先 

農村食堂 おぐら亭（小倉交流館内） 

生き活き十八才“まんまの会” 

大江町大字十八才甲１８－７ 

ＴＥＬ：０２３７－６２－３４９５ 
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「
生
き
活
き
十
八
才
」
か
ら 

地
域
を
元
気
に 

 

大
江
町
の
左
沢
駅
か
ら
車
で
10
分
ほ
ど
行
っ

た
所
に
「
十
八
才
」
と
い
う
地
名
の
集
落
が
あ
る
。

読
ん
で
字
の
ご
と
く
「
じ
ゅ
う
は
っ
さ
い
」
と
読

む
。
ち
な
み
に
「
左
沢
」
は
「
あ
て
ら
ざ
わ
」
と

読
み
、
県
民
と
鉄
道
マ
ニ
ア
く
ら
い
し
か
読
め
な

い
だ
ろ
う
珍
し
い
地
名
の
あ
る
町
で
あ
る
。 

こ
こ
十
八
才
で
は
、
地
元
小
学
校
の
休
校
を
き

っ
か
け
に
、
地
域
を
元
気
に
活
性
化
さ
せ
た
い
と

い
う
思
い
が
強
ま
り
、
11
人
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち

が
、
３
年
前
に
農
村
食
堂
を
立
ち
上
げ
た
。 

母
ち
ゃ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
名
は
、
生
き
活
き

十
八
才
「
ま
ん
ま
の
会
」
。
何
年
経
っ
て
も
心
は

十
八
才
の
「
ま
ま
」
の
母
ち
ゃ
ん
（
ま
ま
）
た
ち

が
作
る
お
い
し
い
ご
飯
（
ま
ま
）
と
い
う
３
つ
の

「
ま
ま
」
が
由
来
と
な
っ
て
い
る
。 

提
供
す
る
ラ
ン
チ
は
、
ご
は
ん
膳
と
も
ち
膳
の

２
種
類
で
、
季
節
の
山
菜
等
を
使
っ
た
地
元
に
伝

わ
る
伝
統
料
理
。
食
べ
れ
ば
若
返
る
の
も
う
な
ず

け
る
ヘ
ル
シ
ー
な
料
理
で
、
仙
台
か
ら
も
お
客
様

が
来
る
ほ
ど
人
気
と
な
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら

夏
場
は
営
業
休
止
な
の
で
、
秋
に
な
っ
た
ら
是
非

訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
食
堂
だ
。 

１ 会合に利用した団体

さん。若がえりランチを

食べて、みなさん元気。

 

２  産直も営業してい

る。旬の山菜や野菜の

ほかに、栗の渋皮煮な

どの加工品も人気。 
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